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3月31日現在 

人口と世帯 

新
入
学
（園
）
のみ
な
さ
ん
 

交
通
事
故
に
は気
を
付
け
ま
し
よう
 

四
月
か
ら
小
学
校
に
通
う
新
入
学
児
童
四
百
九
十
八
人

に
対
し
、
市
か
ら

「
黄色
い
安
全
帽
」
と
「反
射
材
」
が
、
 

安
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
と
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
か
ら
は
交
通
事
故
障
害
保
険
付
の
「
黄色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」
 

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
入
学
シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
ー
つと

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
帰
り
の
会
で
先
生
か
ら
配
ら
れ

た
児
童
は
早
速
帽
子
を
か
ぶ
り
、
元
気
に
下
校
し
て
い
ま

し
た
。
 

同
運
動
は
、
新
入
学
（
園
）
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

児
童
に
対
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
四
月
六
日
から
十
ニ
日
の
七
日
間
実
施

さ
れ
、
交
通
安
全
街
頭
指
導
や
交
通
安
全
教
育
指
導
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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お姉さん達も車に気を付けてます 
「私たちも貼ってるよ 黄色い反射材」 



三
月
二
十
六
日
、
平
成
十
年
度
五
所

川
原
市
伝
統文
化
功
労
賞
の
表
彰
式
が

産
経
会
館
で
行
わ
れ
、
地
域
伝
統
文
化

の
保
存
や
継
承
に
努
め
て
き
た
 「
飯
詰

稲
荷
神
社
裸
参
り
」
 
「
飯詰
上
町
獅
子

舞
保
存
会
」
 
「立
侯
武
多
をつ
く
る
会
j
 

の
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
に
は
、
五
所
川
原
市
伝
統
文
化
市

民
懇
談
会
委
員
（
川
村
恒
儀
会
長
）
及

び
関
係
者
が
出
席
し
、
三
団
体
の
代
表

に
成
田
市
長
が
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を

贈
り
、
 「
全
国的
に
先
人
の
手
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
が
消
え
去
る

傾
向
に
あ
る
現
在
、
伝
統
文
化
を
大
切

に
保
存
し
、
後
継
者
の
育
成
に
努
力
さ

れ
て
る
皆
さ
ん
は
、郷
土
の
誇
り
で
す
」
 

と
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

今
柾
義
代
表
が
 「
今後
と
も
地
域
と
密

着
し
た
伝
統
文
化
の
振
興
、
発
展
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」
 
と
謝辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

同
功
労
賞
は
、
平
成
四
年
度
に
創
設

さ
れ
、
五
所
川
原
市
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
伝
統
文
化
を
正
し
く
保
存
し
、
発
展

さ
せ
、
後
世
代
へ
継
承
す
る
な
ど
、
本

市
の
伝
統
文
化
の
振
興
に
著
し
く
功
績

が
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
対
し
そ
の
功

績
を
称
え
表
彰
す
る
も
の
で
こ
れ
ま
で

四
団
体
、九
個
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
に
伝
わ
る
「
裸
参
り
」
は
、
 

新
年
の
五
穀
豊
暁
、
無
病
息
災
を
祈
願

し
市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、現

在
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
地
域

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
 

飯
詰
地
区
で
は
稲
荷
神
社
の
年
中
行
事

と
し
て
約
三
百
年
余
り
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
。
 

年
の
暮
れ
も
近
く
な
る
と
、
氏
子
が

集
会
所
に
集
ま
り
神
社
に
奉
納
す
る
ジ

ャ
バ
ラ
、
三
俵
（
さ
んた
わ
ら
）
、百
キ

ロ
も
あ
る
大
し
め
縄
等
を
作
り
は
じ
め

る
。
大
晦
日
の
午
後
一
時
、評

名
ほ
ど

の
若
者
が
ふ
ん
ど
し
姿
で
水
垢
離
を
と
 
 

っ
た
後
、
登
山
唯
し
に
あ
わ
せ
氏
子
ら

と
と
も
に
、
ジ
ャ
バ
ラ
、
三
俵
、
紅
白

の
お
供
え
餅
、
大
し
め
縄
、
魚
、
野
菜

な
ど
の
供
物
を
も
っ
て
村
内
を
練
り
歩

き
、
最
後
に
神
社
に
そ
れ
ら
を
奉
納
し

祈
願
す
る
。
 

「
」の
裸
参
り
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
 

新
聞
な
ど
を
通
じ
て
広
く
日
本
全
国
に

知
ら
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た

い
と
の
間
い
合
わ
せ
が
県
外
在
住
の
若

者
か
ら
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
 

講
師
を
招
い
て
登
山
唯
しの
講
習
会
を

開
催
す
る
な
ど
次
世
代
へ
の
継
承
活動

も
行
わ
れ
て
い
る
。
 

⑥飯詰稲荷神社裸参り 

稲荷神社別当 今 	柾 義さん 

市
内
唐
笠
柳
地
区
に
西
北
五
で
始
め

て
知
的
障
害者
通
所
授
産
施
設
（
八
晃

園
）
が
七
月
上
旬
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
施
設
は
、
働
く
意
志
と
能
力
が

あ
り
な
が
ら
、
 一
般
雇用
が
困
難
な
知

的
障
害
者
を
簡
単
な
作
業
な
ど
を
通
し

て
、
社
会
的
自
立
を
す
る
た
め
に
援
助

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授
産
施
設
で
、
 

そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
に
あ
っ
た
作
業
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、個
性
を
引
き
伸
ば
し
、
 

働
く
こ
と
に
よ
り
日
常
に
張
り
合
い
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
手
助
け
を

し
ま
す
。
 

現
在
、
知
的
障
害
者
を
か
か
え
て
い

る
家
族
の
方
、
又
は
通
所
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
は
ご連
絡
く
だ
さ
い
。
 

連
絡
先
 
廿
（3
4)
21
2
1
 

五
所
川
原
温
泉
ホ
テ
ル
 
寺
田
 

西
北
五
で
始
め
て
で
す
 

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
 

八
晃
園
が
開

設
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曾
意
の
花
か
④
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

◇
 
◇
 
◇
 ◇
 
◇
 
◇
 
◇
 ◇
 

⑨
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
丸
中
五
所
川
原
中
央
水
産
卿
 

（川
村
恒
儀
代
表
取
締
役
社
長
）
廿
 

百
万
円
。
 

〇
翻
宝
古
堂
美
術

（
山
田
春雄
代
表
 



取
締
役
）
東
京
都
廿
百
万
円
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
脚
津

軽
工
場
岩
木
会

（
秋元
嘉
仁
代
表
）
 

一
同
廿
三
十
四
万
八
千
六
百
五
十
一
一

円
。
 

〇
津
軽
」
味
線
滝
栄
会
（
大
邑
滝
雄

代
表
）
廿四
万
四
千
四
百
六
十
八
円
。
 

〇
青
森
県
青
年
の
船
の
会
西
北
五
ブ

口
ッ
ク

（
兼
平
輝人
会
長
）
廿
一
万

七
千
九
百
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
千

葉
松
弘
会
長
）
廿

「も
う
ポ
イ
捨
て

は
出
来
な
い
。」
 
の看
板
。同
ク
ラ
ブ

で
は
、
環
境
美
化
の
た
め
環
境
問
題

に
取
り
組
み
菊
ケ
丘
運
動
公
園
前
に

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

唯
ィ桧
・サ
・
 

h
、
ル
●
●
日
臓
 

，
イ
オ
ン
ズ
●
●
ブ
 

ー
ー

ー
 

●
 

!
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津
軽
の
代
表
的
な
民
俗
芸
能
と
し
て

獅
子
頭
を
か
ぶ
っ
て
踊
る
獅
子
舞
が
あ

る
。
悪
魔
払
い
、
豊
作
祈
願
、
家
内
安

全
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
に
平
和
を
も
た

ら
す
こ
と
を
目
的
に
演
じ
ら
れ
て
き
た
。
 

飯
詰
の
獅
子
舞
は
約
四
百
年
の
歴
史

が
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
伝
統
の
中
で

五
所
川
原
市
飯
詰
上
町
獅
子
舞
保
存
会

は
昭
和
四
六
年
九
月
初
代
会
長
山
口
和

次
郎
氏
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
昭
和

五
十
年
十
二
月
二
代
目
会
長
岩
田
政
義

氏
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
現
在
会
員

数
は
五
十
上
ハ
十歳
代
を
中
心
に
十
七

名
で
、
う
ち
女
性
が
十
二
名
で
あ
る
。
 

五
所
川
原
市
飯
詰
上
町
獅
子
舞
は
、
 

一
人
が
頭
に
獅
子
頭
を
か
ぶ
っ
て
舞
う

一
人
立
の
も
の
で
、
獅
子
頭
は
鹿
獅
子

で
あ
る
。
雄
獅
子
・
中
獅
子
・
雌
獅
子

躯
猫
ち
ろ
ん
、
オ
カ
シ
コ
、
太
鼓
、
手

平
鉦
も
女
性
が
つ
と
め
る
女
獅
子
で
、
 

男
性
以
上
に
軽
快
で
活
発
な
舞
を
演
じ

て
い
る
。
 

同
保
存
会
は
、
後
世
へ
継
承
し
て
い

く
た
め
に
、
 一
人
で
二
役
を
演
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
各
自
つ
と
め
て
い

る
ほ
か
、
新
会
員
を
募
り
な
が
ら
実
技

指
導
を
行
い
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
と

め
て
い
る
。
 

当
地
域
で
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け

て
、
高
さ
十
二
間
（
約
二
十
メ
ー
ト
ル
）
 

以
上
も
あ
る
巨
大
な
ね
ぶ
た
が
競
っ
て

作
ら
れ
、
大
き
な
賑
い
を
見
せ
た
が
、
 

大
正
時
代
電
気
事
業
の
普
及
に
よ
り
電

線
が
張
ら
れ
る
と
巨
大
な
ね
ぶ
た
の
運

行
が
で
き
な
く
な
り
制
作
さ
れ
な
く
な

っ
た
。
 

平
成
六
年
十
月
、
明
治
時
代
に
運
行

さ
れ
た
 
「立
侵
武
多
」
 
が市
民
劇
団
の

舞
台
美
術
と
し
て
登
場
し
て
話
題
と
な

っ
た
。
 

立
倭
武
多
の
復
元
に
む
け
て
組
織
づ

く
り
を
進
め
て
い
た
ね
ぶ
た
好
き
の
有
 
 

志
は
、
平
成
八
年
二
月
、
 「立
侵
武
多

復
元
の
会
」
 
（翌
年
十
二
月
「
立
侵
武

多
を
つ
く
る
会
」
に
改
称
）
を
結
成
し
、
 

七
月
に
は
約
一
世
紀
ぶ
り
に
復
元
、
岩

木
川
河
川
敷
で
運
行
し
喝
采
を
あ
び
た
。
 

平
成
十
年
八
月
に
は
、
五
所
川
原
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
高
さ
二
ニ
メ
ー
ト
ル

の
立
侯
武
多
を
復
元
し
、「
虫
おく
り
と

火
ま
つ
り
」
で
商
店
街
に
出
陣
し
て
県

内
外
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
。
ま
た
、
十

二
月
に
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
 「
活

彩
あ
お
も
り
大
祭
典
」
 
にも
出
陣
、
全

国
の
注
目
を
集
め
た
。
 

⑥五所川原市飯詰上町 
獅子舞保存会 
長
 
岩
 
田
 
政
 
義
さ
ん
 
、
 

会
 

⑥立侵武多をつくる会 

平 山 誠 敏さん 会 長 
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って利用できるサービスの種類が決まったり、支給される限度額が決まっ

てきます。 認定は大きく 「要支援」 と 「要介護」の 2種類に分けられます。 
これを 「要介護認定」 といい、介護サービスの利用には欠くことのでき

ないものです。 

今回は要介護認定について詳しくお知らせいたします。 

〇要介護認定とは 

要介護認定の手順は、要介護認定の申請が受付されてから、まず専門の調査員

により訪問調査が行われます。 訪問調査はお年寄りの心身の状態を知るためのも

ので、次の内容について調査を行います。 

①入浴、排せつ、食事などではどの程度の介護を必要としているか。 

②衣服の洗濯や日用品の整理など、日常生活上でどの程度の介護を必要としてい 

るか。 

③ぽけ症など問題行動について、どの程度の介護を必要としているか。 

④身体機能回復の訓練状況、またそのためにどの程度の補助を必要としているか。 

⑤呼吸管理など医療に関することをどの程度必要としているか。 

これらの調査結果に加えて、調査対象者の実情をよく知る 「かかりつけ医」 の

意見を書面で求めます。 それらを総合して医師や保健・福祉の専門家等で構成さ

れる 「介護認定審査会」 で判定し、その結果に基づき各市町村が認定します。 

なお、介護認定審査会は市町村ごとに設置することができますが、西北五地域

では審査の公平・中立性の確保や審査会運営の効率化を図るため、 「つがる西北

五広域連合」 が設置・運営します。 

※認定内容は、一定期間（3~6 カ月）ごとに見直しが必要です。 

表1 要介護度区分表 

区 分 程 	 度 受けられるサ一ビス 

要 支 援 
基本的に日常生活を営む能力はあるが、一部に介護が
必要。 また失われた能力を取り戻すために支援が必要
な1犬態。 

居」宅三 サ ー ビ ス 
（施設サ一ビスは 
受けられません） 

要介護度 1 
「立ち上がり」 や 「歩行」 など全般にわたって不安定
がみられ、「入浴」などでは介護を必要とする。 また日
常生活全般に一部介助が必要な状態。 

居 宅 サ ー ビ ス 

または 

施i設 サ 一 ビ ス 

要介護度2 
「立ち上がり」 や 「歩行」、「座位保持」 などが自力て、 
できないことが多い。 日常生活全般にわたって一部ま
たは全面的な介助が必要な状態。 

要介護度3 
「立ち上がり」 や 「歩行」、「座位保持」 などが自力て、 
できず、全面的な介助が必要。 「衣服着脱」などでも全
介助を必要とすることが多い状態。 

要介護度4 
日常生活をおく る能力はかなり低下して、「入浴」 「排
せっ」 「衣服着脱」などの全般に全面的な介助を必要と
することが多く、問題行動が増えてく る。 

要介護度5 
日常生活をおく る能力は著しく低下、生活全般にわた
って全面的な介助が必要。 「意思の伝達」がほとんど、 
あるいは全くできない場合が多い。 

次回は介護サービス計画（ケアプラン）について、詳しくお知ら せいたします。 

問い合わせ 介護保険課 内線272・273 

五所川原市役所 丑35-2 111 
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高齢者の介護の必要度は、一人ひとり違うものと考えられますが、介護
保険では 6段階にランク分けしていくことにしています。このランクによ 獲認鍛Qs7'!+ 	琴 47_7_ ' , - 導恕睦ジ鷲lh讐 承 ‘ 
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市役所2階 
見取図 

青銀 みち銀 
ーATM一ATM- 

工スカレーター 市民ふれあい
五日m]］五コーナー 

口 	ロ 	 I 

wc（男） 	wc（女 合 はつらつ
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環境対策課 

べ］ 
皿丁 

玄関

吹抜 

口 	閃 

産経会館 

●EV＝工レべーターの略 

市役所内につがる西北五広域連合の
事務局が設置されました 

西北五地域6市町村から派遣された9名の職員

が広域連合での事務処理に当たります。 

〇つがる西北五広域連合（市役所4階） 

内線4 1 5~41 7 

西北五地域（1市 6 町 7村）の広域的事務

処理を計画的に行うことで、真に豊かな地域

社会を創造するため、ふるさと市町村圏計画

の策定等や介護認定審査会の設置及び運営な

どの事務を行います。 
「
成
田

市
長
か
ら

辞
令
を
受
け

る

事
務

局
職
員

」
 

《移転した課》ブ博一s→gー～ミ二ー～ミーっさーh 

〇民生部 環境対策課（見取図参照） 

内線233・231・206 

業務内容は以前と同じです。 

〇民生部 はつらつ女性課（見取図参照） 

内線234・236 

業務内容は以前と同じです。 

〇財政部企画課 中心市街地対策室 

内線485・486（市役所4階） 

中心市街地活性化基本計画の策定等 

を行います。 

〇民生部 介護保険課（見取図参照） 

内線271~274 

介護保健事業計画・老人保健福祉計 

画作成事務、介護保険証の交付、要介 

護認定の申請受付、受給者台帳の作成 

・管理等を行います。 

みなさんの三ーズに応えるため 

   

機構がー変わりま た 

市では今年度新たに中心市街地対策室と介護保険課を新設しました。 

また、はつらつ女性課、環境対策課の場所が産経会館の旧商工会議所跡へ変わ 

りましたので、ご来庁の方はお間違えないようお願いいたします。 

5 平成11年 4 1115日 	五所川原市役所 丑35-2111 



お
は
よ
、つ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

「
コ
ー
ス
走
り
初
め
会
」
 

及
び
「
歩
「
J
Iつ
A
！
」
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポ

ー
ツ
健
康
課
 

内
線

5
6
ー
 

公
民
館
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

市
中
央
公
民

館
 

公
（
3
5
)
6
0
5
6
 

In飼rmati⑥n 
市
民
の
健
康

・
体力
の
維
持
増
進
を

図
る
た
め
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
運
動

で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

ー
ス
を
開
設
し
、
 

「走
り
初
め
会
」
と
「
歩
こ
う
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
す
が
す
が
し
い
朝

に
散
歩
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。な
お
、
 

終
了
後
に
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
 
の
一

環
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。
 

●

4
月
2
9日
困

祝
日
 
6
時
3
0分

市
役
所
裏
ジ
ョギ
ン
グ広
場
に
集
合

◇
コ
ー
ス
 
2
、
0
0
0
メ
ー
ト
ル

◇
服
装
 
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
出
来
る
服
装
 

（
ズ
ック
等
）
 

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
差
し上
げ
ま
 

す
。
 

五
所
川
原
市
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
 

会
員
募

集
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ボ
ー
ッ
健
康
課
 

内
線

5
6
ー
 

当
市
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
及
び
普
及
指
導
員
を
育
成
し
、
 

市
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
及
び
明
る

く
豊
か
な
生
活
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

申
込
等
、
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
ま
で
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

「
平
成
1
1年
度
 

J
 

［
 
公
民
館
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル
」
 

公
民
館
で
は
今
年
も
「
い
っ
ぱ
い

・

い
っ
ぱ
い
こ
い
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
会
」
 

を
行
い
ま
す
。
昨
年
同
様
「
子
ど
も
が

も
う
大
き
く
な
っ
て
」
等
で
お
借
り
で

き
る
方
、
あ
る
い
は
寄
贈
し
て
も
よ
い

と
い
う
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◇
あ
げ
る
期
間
 

4
月
中
旬
か
ら
5
月
上
旬
頃
ま
で
 

希
望
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
 

◇
あ
げ
る
会
 
4
月
2
4日
田
 
1
0時

ー
 

電
話
番
号
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み

◇
そ
の
他
 
「
あ
げ
る
会
」
で
は
、
お
 

く
だ
さ
い
。（原
則
と
し
て
1
人
1
教

茶
、
柏
餅
、
記
念
写
真
の
サ
ー
ビ
ス
 
室
で
す
。

）
 

の
他
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
 
◇
開
講
式
 
5
月
1
8日
因
 
1
0時
 

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

市
中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

「
第
8
回
「
青
森
県
青
年
の
船
」
 
J
 

※
決
定
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、申
し
 

r
 

参
加
者
募
集
」
 

込
ま
れ
た
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
 

2
洋
上
で
の
楽
し
い
 

【
教
室
一
《
邑
 

証
罵
い
と
国
際
交
流
を
2
 

・
「ス
ポ
ー
ツ
」
 
定員
6
0名
 

◇
実
施
期
間
 

火
曜
日
 
1
0時

ー
1
2時
 

8
月
3
0日
の
1
9
月
1
0日
岡
 
・
「

茶
道
（
裏千
家
）」
 
定員
2
0名
 

◇
訪
問
国
 

水
曜
日
 
1
0時
ー
1
2時
 

大
韓
民
国
、
中
華
人
民
共
和
国
 

・
「茶
道
（
遠州
）」
 
定員
2
0名
 

◇
募
集
人
員
 
県
全
体
で3
5
0
名
 

月
曜
日
 
1
0時
ー
1
2時
 

◇
募
集
期
間
 
4
月
3
0日
囲
ま
で
 

・
「生
け
花
（
遠州
）」
 
定員
2
0名
 

◇
参
加
者
負
担
金
 
1
5
5
、0
0
0
円
 

木
曜
日
 
1
0時
ー
1
2時
 

◇
応
募
資
格
 
市
内
に
居
住
し
、
概
ね
 

・
「生
け
花
（
小原
）」
 
定員
2
0名
 

2
0歳
か
ら
3
5歳
ま
で
の
青
年
 
火
曜
日
 

1
0時

ー
1
2時
 

※
申
込
等
に
つ
い
て
は
、市
中
央
公
民
 

・
「書
道
」
 
定員
2
5名
 

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

水
曜
日
 
1
0時

ー
1
2時
 

「
平
成
1
1年
度
「
み
ん
な
の
教
室
」
 」
 
・
「着
付
」
 
定員
3
0名
 

r
 

受
講
生
募
集
」
 

金
曜
日
 
1
0時

ー
1
2時
 

み
ん
な
の
教
室
は
、
初
心
者
の
方
々
 
・
「
盆
栽
」
 
定員
2
0名
 

を
対
象
に
健
康
で
豊
か
な
人
生
の
た
め
、
 

木
曜
日
 
1
8時

ー
2
0時
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
発
表
会
な
ど
楽
 

・
「日
本
舞
踊
」
 
定員
3
0名
 

し
み
な
が
ら
学
習
す
る
場
で
す
。
ど
な
 

金
曜
日
 
1
0時

ー
1
2時
 

た
で
も
お
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
 

・
「パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
 
定員
2
0名
 

●

期
間
 
5
月
ー
1
1月
ま
で
1
2回
開
講
 

木
曜
日
 
1
0時

ー
1
2時

◇
受
講
料
 
・
「

英
会
話
」
 
定員
2
0名

無
料

（但
し
材
料
費
は
実
費
負
担
）
 

水
曜
日
 
1
9時
ー
2
1時

◇
申
込
方
法
 
ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X
で
 

・
「中
国
語
」
 
定員
2
0名
 
 

金
曜
日
 
1
9時
ー
2
1時
 

・

「刻
字
」
 
定員
2
0名
 

木
曜
日
 
1
9時
ー
2
1時
 

・

「手
編
み
」
 
定員
2
0名
 

火
曜
日
 
1
0時
ー
1
2時
 

・

「囲
碁
」
 
定員
2
0名
 

土
曜
日
 
1
4時

ー
1
6時
 

青
森
県
女
性
の
船
 

参
加
者
募
集
 

は

つ
ら

つ
女
性
課
 内

線

2
3
2
 

「洋
上
研
修
を
通
じ
て
女
性
の
 

自
己
啓
発
と
地
域
間
交
流
を
」
 

●

実
施
期
間
 
9
月
1
0日
岡
ー
1
2日
同

◇
使
用
船
舶
 
ぶ
じ
丸
」2
3
ぎ
4
0ト
ン

◇
コ
ー
ス
 
青
森
港
ー東
京
港

◇
参
加
資
格
 
次
に
該
当
す
る
女
性

①
市
内
に
居
住
す
る
者
で
、平
成
1
1年
 

4
月
1
日
現
在
、
概
ね
3
0歳
か
ら
6
0
 

歳
ま
で
の
者
 

②
心
身
と
も
に
健
康
で
協
調
性
に
富
み
、
 

規
律
あ
る
行
動
及
び
団
体
生
活
に
適

応
で
き
る
者
 

③
洋
上
研
修
修
了
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
、
職
場
、
女
性
団
体
等
に
お
い
て

活
発
な
活
動
が
期
待
で
き
る
者

◇
募
集
人
員
 
5
名
 

◇
参
加
申
込
期
限
 
4
月
3
0日
国
 

※
詳
し
く
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

◇
参
加
負
担
金
 
2
8
、
0
0
0
円
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●募集内容 

対象／ノ市内に住所を有する方で’一世帯一区画 
利用面積／ー区画24 m2（紅J7 坪） 
区画数／70区画 
利用1斗／無撃I 
締め切り/4月23日（金（！必着） 
申し込み／’往復ハガキに住所、氏名、電話番号を記入 

し、岩木町12 市役所農政課（内線354）まで、 
※募集区画数を超えたときは抽選で決めます。 

開園日／5月9日旧） 午自Tj10時（予定） 
場所／五所川原市大字吹秋田字藤巻140-2地内 

市民の方々が農業を理解し、収穫の喜びを

味わっていただくために市民農園を開園しますフ 

市民農園の参加者募集 
／へ ～へへへ 

菜園づくりを 

県
民
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
 

基
幹

ネ
ッ
ト

が

4
月
か
ら
 

ス
タ
ー
ト

し
ま
す

ノ
 

青
森
県
基
幹
情
報
通
信
ネ
ット
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
 
廿0
1
7
7
(3
2)
6
03
9
 

「基
幹
ネ
ッ
ト
」
 
は
地域
情
報
や
観

光
情
報
な
ど
県
や
市
町
村
が
運
用
し
て

い
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
、
誰
で
も
、
い

つ
で
も
、
手
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
公
共
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
 

県
内
ど
こ
か
ら
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
F
 

A
X
を
使
っ
て
市
内
通
話
料
金
で
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

利
用
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
基
幹
ネ

ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
t
t
P
・
・

/
/

W
W
W
 
'n
e
t
 ・
p
r
e
f
.
 

a
o
m
o
r
i
.
j
p
ノ
）
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
ご
案
内
し
ま
す
。
 

赤
士
子
救
急
法
 

講
習
会
参
加
者
募
集
 

日
本
赤
十
字
社
 
青
森
県
支
部
 

か
 
0
1
7
7
(2
2)
2
01
1
 

F
A
X
Ol
7
7
(3
5)
3
50
2
 

覚
え

ま
せ
ん
か
、

応
急
手
当
 

●

5
月
1
1日
因
、
5
月
1
4日
岡
 

4
日
間
と
も
8
時
5
0分

、
1
6時
1
5分
 

市
民
体
育
館
 

◇
募
集
人
員
 
4
0名
程
度
 

◇
受
講
料
 
無
料

（
た
だ
し
、講
習
教
 

本
等
資
材
費
の
2
、0
0
0
円
が
必
要
）
 

春
の
地
域
安
全
運
動
 

◇
期
間

4
月
2
1日
困

、
5
月
2
0日
困

◇
運
動
の
重
点
 

・

毒
物
等
混
入
事
案
の
防
止
 

・

盗
難
の
防
止
 

・

け
ん
銃
の
根
絶
と
暴
力
の
追
放
 

・

少
年
非
行
の
防
止
と
有
害
環
境
の

浄
化
 

◇
募
集
締
切
 
5
月
7
日
国
厳
守

◇
受
講
資
格
 

1
6歳
以
上
の
、
心
身
共
に
健
康
な
方

◇
受
講
条
件
 

4
日
間
通
し
て
受
講
で
き
る
方

◇
準
備
す
る
も
の
 
筆
記
用
具
、
昼
食

歯
み
が
き
用
具
、
上
履
き
、
充
分
に

運
動
で
き
る
服
装
 

◇
申
込
方
法
 
ハ
ガ
キ
、
封
書
又
は
F
 

A
X
に
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
 

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
の

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

・

日
本
赤
十
字
社
 
青
森
県
支
部
 

一T
O
3
0
1
0
8
6
1
 

青
森
市
長
島
1
丁
目
3
1
1
 

＜
ら
し
と
 趣

味
の
教
室
 

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
 

廿
（3
4)
3
6
0
2
 

◇
対
象
 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
 

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
で
概
ね
1
5
 

歳
か
ら
3
0歳
ぐ
ら
い
の
男
女
 

◇
受
講
料
 
無
料

（
た
だ
し材
料
費
は

本
人
負
担
）
 

◇
期
間
（
前
期
）
 

5
月
1
1日
因
、
7
月
1
6日
圏
ま
で
の

全
1
0回
（
毎
週
1
回
）
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
頃
ま
で

◇
申
込
締
切
 
5
月
7
日
国
1
6時
ま
で

た
だ
し
、
各
教
室
と
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
きま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
お
電
話
に
て
、
当
ホ
ー
 

ム
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

募
集
内
容
 

※
陶
芸
、
筆
ペ
ン
字
等
は
人
気
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

こ
の
ほ
か
、
各
種
サ
ー
ク
ル

（1
0サ
 

ー
ク
ル
）
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日裾 	日 教室の種類 定 員 回 数 

火 

陶 	芸 15  10  
茶 	道 15  10  
は が き 絵 15 10 

水 社交 ダ ン ス 15 10 

木 

着 	イ寸 	け 15  10  
筆 ペ ン 字 15  10  
い け ‘ボ な 15 10 

金 
組 み ひ も 15  10  
手 芸 教 室 15 10 
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届け出はお済みですか？ 
保の加入●脱退雄 

医療保険の資格が変わったときには、変更の手続きが必要です。 

会社の健康保険などでは、雇用者の責任で手続きがおこなわれ

ますが、国保では各自の責任で行わなければなりません。 

~ゴ 

こんなときには14日以内に届け出をノ 

こ ん な と 	き 届出に必要なもの 

国
保
に

加
入

す
る

と
き
 

他の市区町村から 
転入してきたとき 

印鑑、他の市区町村の 
転出証明書 

職場の健康保険を 
やめたとき 

印鑑、職場の健康保険の 
喪失証明書 

職場の健康保険の 
被扶養者でなくなったとき 

印鑑、被扶養者ではない 
理由の証明書 

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳 

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書 

外玉人が入るとき 外国人登録証明書 

国
保
を

や
め
る
と
き
 

他の市区町村に 
転出するとき 

印鑑、保険証 

職場の健康保険に 
入ったとき 

印鑑、国保と職場の健康保険の 
両方の保険証 
（後者が未交付のときは加入した 
ことを証明するもの） 

職場の健康保険の 
被扶養者になったとき 

国保の被保険者が 印鑑、保険証 
死亡を証明するもの 死亡したとき 

生活保護を 
受けるようになったとき 

印鑑、保険証 
保護開始決定通知書 

保険証、外国人登録証明書 外国人がやめるとき 

そ
 
の
 
他
 

退職者医療制度の 
対象になったとき 

印鑑、保険証、年金証書 

同じ市区町村内で 
住所が変わったとき 

印鑑、保険証 
世帯主や氏名が変わったとき 

世帯を分けたり、 
いっしよになったとき 

出稼ぎや長期旅行に行くとき 

修学のため、別に 
住所を定めるとき 

印鑑、保険証、在学証明書 

保険証をなく したとき、あるいは
汚れて使えなくなったとき 

印鑑、身分を証明するもの 
（使えなくなった保険証など） 

内線 	214・215 
内線 424・425 
内線 434・435 

問い合わせ 	届出にっいては国保年金課 

課税内容にっいては税務課

納税相談にっいては収納課 

国民健康保険の適正運営にこ協力をお願いします 

五所川原市役所 公35-2111 	平成11年 4 月15日 8 
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0
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平
成

1
1年度
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内
 

消
防
本
部

予
防

課
 

と
芸
《
又
永
わ
ら
 

題

字
 
斎
 
藤
 
清
 
泉
 

〔五
所

川
原
俳
句
会

〕
ー
俳
句

ー
 

恋

猫
の
飛
び

つ
き
 

岩
木

嶺
を

き

り
リ
 

さ

う
な
構

（
か

な
 

敦
 

と
仰
ぎ

卒
業

す
 三

 

越

の
や

う

に
淡

き
京
菓

子
春

の
雪
 成

 

も

う
春

の
月
と
な
 
 り
し

に
逝
き
た

ま
ふ
 

斉
 
藤
 
今
日
子
 

恋
鳴

き

の
猫
の

う
し

ろ

も
恋

の
猫
 松

 

子
猫
等

の
重
な

り
眠

る
粗
延
 

櫛
 

仲
町
の
蔵

出
し

地

酒
春
匂

ふ
 

椅
羅

星

の
ま
た
た

き
長
し

猫
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恋
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春

シ
ョ

ー
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鏡
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で

ひ
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リ
 

か
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（
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り
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ふ
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千
 
空
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次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
一
般
精
神
で
は
 

・

閉
じ
こ
も
る
 
・
夜
眠
れ
な
い
 

・

ゆ
う
う
つ
 
・

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・

家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
 

い
か
な
い
な
ど
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

夜
、
眠
ら
な
い
で
騒
い
で
い
る
 

・

自
分
の
家
が
分
か
ら
な
く
な
る
 

・

介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
 

【
一般
精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

●

4
月
2
0日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

【
老
人精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

●

5
月
1
1日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

●

試
験
日
 
6
月
1
3日
同
 

青
森
大
学
（
青
森
市
）
 

弘
前
東
工
業
高
等
学
校
（
弘
前
市
）
 

◇
受
付
期
間
 

4
月
2
2日
困
、
5
月
7
日
岡
ま
で

※
試
験
時
間
・
内
容
に
つ
い
て
は
消
防

本
部
及
び
消
防
署
で
願
書
及
び
受
験

案
内
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

危
険

物
取
扱

者
試
験
 

に
伴
う
事

前
講
習
 

事
務
局
 
木
村
石

油
 

容
（
3
4)
3
1
6
5
 

●

6
月
1
日
因
  
9
時

、
1
7時
 

「
消
防
法
令」
 

6
月
2
日
困
  
9
時

ー
1
7時
 

「
物理
化
学
」
 

五
所
川
原
商
工
会
館
 

◇
受
付
 
当
日
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
 

ら
行
い
ま
す
。
 

ボ
イ
ラ
ー
 実

技
講
習
会
 

囲
西
北
労
働

基
準

協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

●

5
月
3
日
同
、
5
日
困
 

3
日
間
と
も
9
時

、
1
7時
 

団
西
北
労
働
基
準
協
会
2
階
会
議
室

◇
受
講
料
 
・
一
般

1
0
、
0
0
0円
 

・

高
校
生
 
8
、
0
0
0円

◇
テ
キ
ス
ト
代
 
2
、
2
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
4
月
2
8日
困
又
は
定
員
 

1
0
0名
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

※
申
込
方
法
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
当

協
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

嗣
屍
サ
ロ
ン

ノ
 

第

9
回
 

山

野
草

展
示
会
 

丑
（
3
5)
6
9
8
0
 蒔
苗
 

●

5
月
8
日
田
 
8
時
3
0分

、
1
7時
 

5
月
9
日
同
 
8
時
3
0分

、
1
6時

北
地
方
教
育
会
館
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

五
所
川
原
宝
生
会
 

会
員
募
集
 

費
（3
5)
8
1
5
1
 
比
内
 

老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
 

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
ノ

毎
週
の
稽
古
日
の
他
、
青
森
県
大
会

を
は
じ
め
、
弘
前
、
黒
石
、
奥
津
軽
各

大
会
等
が
あ
り
、
出
会
い
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
 

●

毎
週
火
曜
日
 
1
9時

、
2
1時

市
中
央
公
民
館
 
3
階
研
修
室

◇
会
費
 
月
1
、
0
0
0
円
 

×
ー
 

ロ 



はつらつ女性課内線234・236 

予
防
接
種
 

麻
疹

（
は
し
か
）
、
風
し
ん
、
 

日
本
脳
炎
、

三
種
混
合

（
百

日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
）
個
別
接
種
の
お
知
ら
せ
 

平
成
1
1年
度
よ
り
日
本
脳
炎
予
防
接

種
も
、
青
森
県
内
に
お
い
て
定
期
予
防

接
種
と
し
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
指
定
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。
 

◇
接
種
対
象
 

・

麻
疹
、
風
し
ん
 

ー
生
後
1
2カ月
、
9
0カ
月
児
 

・

三
種
混
合

ー
生
後
3
カ
月
、
9
0カ
月
児
 

・

日
本
脳
炎
1
3
歳
児
 

◇
実
施
期
間
 

4
月
1
日
、
平
成
1
2年
3
月
3
1日
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

①
母
子
健
康
手
帳
 

②
予
診
票
 

※
子
ど
も
健
康
手
帳
に
綴
ら
れ
て
お
り
 

ま
す
が
、
予
防
接
種
別
に
色
が
違
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お

日
本
脳
炎
は
予
診
票
の
み
医
療
機
関

に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
注
意
事
項
 

①
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
子
ど
も
健

康
手
帳
を
読
み
、
予
防
接
種
に
つ
い

て
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

②
接
種
曜
日
及
び
受
付
時
間
が
各
医
療

機
関
に
よ
り
違
い
ま
す
0
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

、
1
2
 

す
く
す
く
健
診
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

4
月
2
1日
困
 
1
0時

ー
1
6時
 

日
立
北
海
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
株
式
会
 

社
津
軽
工
場
 

●

4
月
2
8日
困
七
和
地
区
婦
人
会
協
賛
 

・

9
時
3
0分
、
1
1時
3
0分
 

高
野
文
化
セ
ン
タ
ー
前
 

・

1
2時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

J
A
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
七
和
支
店
 

母
と
子
の
相
談
日
 

●

5
月
1
9日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
午
後
は
予
約
が
必
要
で
す
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、発
達
、育
児
、
遊
 

び
、
栄
養

（
離乳
食
等
）
相
談
 

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
で
受
付
し
 

て
い
ま
す
。
 

す
こ
や
か
発
達相
談
 

※
お
願
い
 
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
子

さ
ん
は
、
翌
月
の
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
 

対象 児 期 	日 

カ
 
口

H
  

4健
 
児
診
 

平成10年 
12月生まれ 

5 月11日 
（火） 

1
6
健
 

カ
 

口
H
『
 

歳
児
診
 

平成 9 年 
11月生まれ 

5 月25日 

（火） 

3健
 
歳

児
診
 

平成 8 年 
1月生まれ 

5 月20日 

（木） 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

平成11年度 麻疹（はしか）、風しん、三種混合、日本脳炎ワクチン個別接種 
実施医療機関及び受付時間一覧表 

医療機関 名 電 話 受 	イ寸 	日寺，「習］ 
備 	 考 午 	自f「 午ニ 	イ麦 

江渡内科医院 34-3000 8:30--11 :30 13:30---17:45 第1・3」二β翠日 8:30-15
第2・4」二日裾日 8:30---12 

:00 
:00 

兼平内科小児科医院 35-3167 9:00 - 	12:00 13:30--17:00 土曜日 	9:00 -15:00 

川崎胃腸科内科医院 34-3330 9:OO---12:OO 14:00-17:00 土曜日 午後休診 

佐藤内科胃腸科医院 35-4155 8:30-11:30 14:00-16:30 木、土曜日 午後休診 

西北中央病院 35-3111 
一一~ 一 

14:30-15:00 水曜日のみ実施 

瀬川内科クリニック 33-0202 8:30-12:00 14:00-17:30 土曜日 午後休診 

対馬内科小児科医院 34-3431 
一ー一一ーー 14:00-16:30 土曜日 休診 

冨田胃腸科内科医院 34-3211 8:30-12:00 14:00---17:00 木、土曜日 午後休診 

都谷森小児科医院 34-3425 9:OO-12:OO 13:30-17:00 土曜日 午後休診 

永田小児科内科医院 34-5611 9:OO-12:OO 14:00-17:00 木、土曜日 午後休診 

白生会胃腸病院 34-6111 9:OO-11 :30 13:30-17:00 土曜日 午後休診 

増田病院 34-2727 9:OO-11:OO 14:00---16:00 土曜日 午後休診 

三好診療所 36-2510 9:OO-12:OO 14:00-15:00 土曜日 午後休診 

森田診療所 35-3244 9:OO-11:OO 14:00-16:00 土曜日 午後休診 

五所川原市役所 容35-2111 	平成11年 4 月15日 10 



》畿畿竃悪成興無度慧盗健験り繋恩懸知離撫欝 . ,'.'  

本年度も市では皆さんの生活習慣病の早期発見・治療のため、また健康づくりの支援として

各種健（検）診事業を提供していきます。医療機関で実施する個別健（検）診と、主に保健センタ 

ーで実施する集団健（検）診の 2種類がありますので、ご自分にあった方法でご利用ください。 

なお、10年度に国、県からのがん検診の補助金が廃止されたことを機会に、各健（検）診自己

負担金の見直しを行いましたので、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

〈個別健（検）診〉 市内の実施医療機関（下記参照）で実施しています。 

基本健康診査（ミニドック） 子宮がん検診 乳がん検診 

内 	容 
頚部細胞診 
体部細胞診（医師の指示） 

視・触診 身体計測、尿・血液・心電図検査、 

血圧測定、内科診察 

対 象 者 40歳以上の男女 30歳以上の女性 

実施期間 4 月 1日～翌年 3 月31日 4 月 1日～翌年 3 月31日 

受診方法 
・はっらっ女性課窓口に申込、受診 

・医療機関の窓口に申込、受診 
医療機関の窓口に申込、受診 

持参するもの 保険証、健康手帳（持っている方） 保険証、健康手帳（持っている方） 

自己負担金 

500円 

・当課に申込んだ場合は窓口で徴収 

・医療機関へ申込んだ場合は後日当 
課より受診者へ納付通知書を送付 

 	し本人が金融機関へ納入 

頚部のみ 国保 500円 

社保1,200円 

（頚部＋体部国保 500円 

社保1,300円） 
医療機関で直接徴収します 

600円 

医療機関で直接徴収します 

（実際に係る 

検診料金） 
7,527円（税込み） 

4,935円（税込） 
（体部7,980円税込） 

2,100円（税込） 

〇実施医療機関（ミニドック） 

・江渡医院・小笠原内科医院・兼平内科医院・川崎胃腸科内科医院・木村内科医院・櫛引クリニ

ック・健生五所川原診療所・佐藤仁外科胃腸科医院・佐藤内科小児科医院・清水クリニック・白

戸胃腸科外科医院・西北中央病院・瀬川内科クリニック・田辺胃腸科外科医院・対馬内科小児科

医院・冨田胃腸科内科医院・都谷森小児科医院・中村整形外科病院・中村内科医院・永田小児科

内科医院・白生会胃腸病院・増田病院・三好診療所・森田診療所・森内科小児科医院 

〇（子宮がん・乳がん） 

・安斎レディスクリニック・斉藤産婦人科医院・白生会胃腸病院（月・水のみ） ・森田診療所 

〈集団健（検）診〉「市民総合健診」として実施します。（詳しい内容は市広報5月1日ノノでお知らせいたします） 

基本健康診査 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 子宮がん検診 乳がん（甲状腺） 

内 	容 

身体計測

心電図、尿、 

血液、眼底

血圧測定

内科診察 

胃透視 胸部レント 

ゲン、 

略疾検査 

便潜血反応 

2 日法 

細胞診 

頚部細胞診

体部細胞診 
（医師の指示） 

視、触診 

（超音波） 

対 象 者 40歳以上の， ろ女 30歳以上の1 ぐ性市民 

実 施 日 
7月13・14・15 ・16・27・28・29・30日、8月24・】 こ 5、9月6・7・8F ] 
10月18・19・2 0・21・22・25・26・27・28・29日、 	11月1・2・4・5・ 8・11・12日 

申込期間 5月10日～20 日（対象者の方に申込ハガキ を送付いたし』 E す。） 

自己負担金 

（実際に係る

検診料金） 

500円 
（国保） 	800円 

（社保）1,200円 
600円 500円 500円 

（国保） 	500円 

（社保）1,200円 

5,300円 
（糖尿 6,250円） 

4,800円 
I,400円 

（喰疾 2,500円） 
I,700円 

4,200円 
（体部 4,700円） 

2,500円 
（超音波 3,000円） 

※ 1 70歳以上の方、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯の方は各健診が無料になります。 

※ 2 個別検診自己負担金の変更のお知らせが遅れましたことをお詫びいたします。 

11 平成11年 4 月15日 	五所川原市役所 fi35-2111 



プーマ 

春です．ノ 
おやつです．ノ 

新米ですが 
みなさんの生活を守ります 

後 

II 

私達の生活を守るため、 日夜尽力している

警察官の方々。そんな 1人で、警察学校卒業

後駅前交番に昨年10月から配属された、新任

警察官の後藤良平さんを紹介します。 

3交替制で8時30分から翌日の8時30分ま

でという過酷な勤務。何時起こるか分からな

い事件・事故に対応するためだが、 「小さい

頃、自転車を盗まれまして。その時対応して

くれた交番の方がとても親切でした。 それか

らは警察官になるのが夢になったんです」 と

話す後藤さんの顔はいつも笑顔。 「助けを求

める人に、疲れた様子は見せられませんものね」。 

そんな後藤さんは五所川原に転入してまだ 

6 カ月。五所川原の印象はと聞くと 「実家の

弘前と比べて津軽弁がすごい。 表面上はおっ 

~ かなく聞こえるんですけど、温厚な人が多い 

’ です。それと昨年の立倭武多はあまりに大き

くて呆然としました。ただアーケードが邪魔

になって立倭武多の上まで見えない時もあり

ました。弘前のように可変式にして、運行し

ているときアーケードを上げたらいいと思い

ます」 と提言もあわせて答えてくれました。 

趣味は学生時代からやっていたテニスと映

画、パソコン。 「多趣味なんです」 という後

藤さんの今年の目標は、五所川原のテニスサ 

ークルに加入して、地元の人達と交流を深め

たいということでした。 

最後に後藤さんからのメッセージをどうぞ。 

「警察官は恐いというイメージを持っている

かもしれませんが、そんなことは全然ありま

せん。道案内から相談事まで、気軽にお越し

ください。 それと駅前交番では交番だよりを

発行しています。自分も書いたりしているの

で、ぜひ見てください」 

五所川原市食生活改善推進員会 

ホットビスケツト I  
材料（10 個分） 
【薄力粉 200g 

とっても簡単で子ど

ものおやつにもぴった 
~塩 	小さじ1/2 り。朝食のパン代わり 

A｛砂糖 
~ベーキング 
レくウダー 

大さじ1 

小さじ2 

にもなります。 

温かいうちに、ジャ 

生クリーム 200cx. ムやハチミツなどをつ 
打ち粉用 少々 けていただきましよう。 
ジャム 

作り方 

①Aを合わせてふるいにかけ、これに生クリ 

ームを加えて、さっくり混ぜまとめる。 

②まな板に粉をふり、①をのせて手で軽く押

しながら1センチ厚さにのばし、コップな

どを利用して丸い形に抜く。 

③天板にペーパーを敷き、並べ、200でのオー 

ブンで15分ほど焼く。 

   

医 

 

1-i 

    

        

        

         

         

         

         

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

4/18 日 佐藤仁外科胃腸科医院 五所川原市字田町120 35-6311 

4/25 日 川崎胃腸科内科医院 五所川原市字敷島町56 34-3330 

4/29 日 中村整形外科病院 五所川原市字一ッ谷160 34-3315 

※注 1．対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急医院案内 廿34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課より 保護者の方ノ＼ 

嘉 予防接種、乳幼児健診、母と子の相談日の

日程は、広報の他に年間予定が一覧できる「平

成11年度乳幼児の健診・相談日・予防接種の

曹お知らせ」 を、はつらつ女性課窓口、保健セ

奉ンター、各支所で配布しております。 

誓 また、出生届の時にも配布していますので

三ぜひご利用ください。 

ー

鳥

森
 

藤
 
良

平
さ
ん
（2
5)
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